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1. 背景
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研究データの多様な来歴
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Ref: 武田英明. オープンサイエンスとオープンデータ
https://www.slideshare.net/takeda/ss-63707802

機関リポジトリはどこまで扱うことが可能なのか？



研究データ管理に対する要請

研究データのうち、研究者の所属する大学、大学共同利用機関法人、国立研究
開発法人等の研究開発を行う機関や資金配分機関の基準等に基づいて、管理・
利活用の対象として、研究者がその範囲を定めるもの

Ref: 研究データ基盤整備と国際展開 ワーキング・グループ 報告書
https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kokusaiopen/houkokusho.pdf

データポリシー+DMPによって規定
- 論文のエビデンスデータ
- 研究開発の成果データ
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メタデータの共通項目

Ref: 公的資金による研究データの管理・利活用に関する基本的な考え方



国内機関による
機関リポジトリでの研究データ公開経験

Q21. 貴機関の機関リポジトリで研究データを公開している事例はありますか。

25%、88機関が研究データの公開経験あり

N=352

8Ref: https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/2000003



国内機関におけるRDMの現状と課題

• 大規模機関、研究開発法人が先行してRDM体
制の構築が進んでいる

• RDM体制の構築においては、既存の機関リポ
ジトリを用いた研究データ公開サービスが先
行している

• 研究データ公開に当たってはデータキュレー
ションの実践が課題であり、かつ要望も高い
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Ref: 日本の研究機関における研究データ管理（RDM）の実践
状況－オープンサイエンスの実現に向けた課題と展望－
https://doi.org/10.15108/stih.00287



2. 研究データ公開における課題：デー
タキュレーション
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データキュレーションとは

伝統的な理解： Curation⊃Archiving⊃Preservation

• キュレーション：データが目的に適合し、発見や再利用できるようにするために、デー
タが作成された時点から、データの利用を管理し促進する活動。動的なデータセットの
場合、これは目的に合ったデータを維持するための継続的なエンリッチメントまたは更
新を意味する。より高度なレベルのキュレーションには、アノテーションや他の出版物
とのリンクを維持することも含まれる

• アーカイビング：データが適切に選択され、保管され、アクセスできるようにし、セ
キュリティと真正性を含め、論理的および物理的な整合性が長期間にわたって維持され
るようにするキュレーション活動

• プリザベーション：データの特定の項目が時間の経過とともに維持され、技術の変化に
よってもアクセスして理解できるようにするためのアーカイビングの活動
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Ref: e-Science Curation Report: Data curation for e-Science in the UK: an audit to establish requirements for future 
curation and provision prepared for: The JISC Committee for the Support of Research (JCSR). 2003
http://digitalpreservation.gov/news/2004/e-ScienceReportFinal.pdf

データを解釈可能かつ利用可能にするための一連の処理を
データキュレーションと呼ぶ

http://digitalpreservation.gov/news/2004/e-ScienceReportFinal.pdf


データキュレーションの構図

研究データの再利用にはデータキュレーションが不可欠
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課題：リポジトリ登録時のタスクの違い

13

受付

選択

公開

評価

加工

論文 研究データ

・登録申請
・許諾書の取得

・著作権の確認
・公開可否チェック

・PDF変換／カバーページ付与
・流通メタデータ作成

・公開前チェック

・公開
・DOI付与

・登録申請
・許諾書の取得

・著作権の確認
・リスク検知

・公開可否チェック

・データクリーニング
・匿名化

・フォーマット変換
・分野メタデータ付与

・公開前チェック
・再利用性の評価

・公開・限定公開
・DOI付与

従来のリポジトリ登録と類似するタスク、異なるタスクが存在する



3. 考察と実践
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メタデータ作成における課題

https://www.nii.ac.jp/sparc/event/2016/pdf/20161026_5.pdf
https://www.nii.ac.jp/event/upload/libfair2021_forum3_1.pdf
https://ddialliance.org/sites/default/files/DDI%203.2%20Best%20Practices_0.pdf

リポジトリシステムの主たる役割はメタデータ管理
機関リポジトリで何を表現したいのか？
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研究知識を表現するメタデータの例



私見：機関リポジトリで表現したいこと

Source: Wikipedia

論文の根拠データを学術
成果物として扱いたい

学術成果物は引用可能に
なることで認知される

根拠データを引用できる
プラットフォームが必要
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引用に必要なメタデータ

Ref. “研究者のための研究データマネジメント - データの引用”
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/294

どのようにカバーするか？

17

構造の表現に必要

データの識別に必要



実践例

Data supporting “Investigation and Development of the workflow to clarify 
conditions of use for research data publishing in Japan” Version 1.0
https://doi.org/10.20736/00001468

研究知識を表現するメタデータカタログのメタデータ

分野別の追加情報を記述したデータ文書を作成、公開
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4. 今後の展開

19



機関リポジトリを選ぶ理由

Ref. “研究者のための研究データマネジメント - データの引用”
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/294

データ引用における技術的な違いはない
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日本の機関リポジトリの特徴

https://support.irdb.nii.ac.jp/ja

国際コミュニティとの繋がり
IRDBによるメタデータ流通経路の拡張

多様なコンテンツ

https://www.coar-repositories.org/
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課題

Distribution of control of 
scholarly resources

Hosted by long-lived institutions 
and supported by teams of 
librarians (libraries/universities)

Beyond journals - collect a variety 
of content types, across domains 
and regions (bibliodiversity)

Under-resourced and under-staffed

Silos across repositories

Not user friendly systems

Low value proposition for researchers / no 
prestige, lack of branding (no incentives)

Social emphasis on 
diversity, equity and 
inclusion

New models of scholarly 
communications coming onto the scene

Open Science - Interest in research 
data and other research outputs

Trend towards integration of university 
services and commercial consolidation

Commercial publisher narratives 
diminishing repositories

Pitted against the “gold route” 
of transformative agreements

Strengths Weaknesses

Opportunities Threats
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SWOT Analysis for Repositories and the Global 
Repository Network (COAR - September 2022)より抜粋



国内での議論
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https://joss.rcos.nii.ac.jp/session/overview/?id=se_118
https://www.nii.ac.jp/event/other/libraryfair/2022/
https://sites.google.com/view/axies-jpcoar/



NII RDCにおける取り組み
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汎用的なプロセスをアプリケーションとして実装し、
大学・研究機関へデータキュレーション支援サービスを提供



5. まとめ
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1. 背景
➢ 機関リポジトリでの研究データ公開が政策的に求めら

れている

2. 研究データ公開における課題：データキュレー
ション
➢ 論文と研究データではデータキュレーションで実施す

べきタスクが異なる

3. 考察と実践
➢ データ引用の観点から機関リポジトリでのデータキュ

レーションを実践した

4. 今後の展開
➢ 機関リポジトリの強み／弱みを分析しながら議論が続

けられている

まとめ
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